
IT
/
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
開
業
セ
ミ
ナ
ー

即
戦
力
！
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
講
座

２
０
１
０
年
７
月
１
２
日

能
代
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

第
１
回
（
全
４
回
）



オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

■
第
１
回
　
2
0
1
0
年
７
月
１
２
日
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み

・
な
ぜ
パ
ソ
コ
ン
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
見
る
の
か

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
す
る
上
で
必
要
な
準
備

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方

・
H
T
M
L
基
礎

・
C
S
S
基
礎

■
第
２
回
　
2
0
1
0
年
７
月
１
３
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方

・
H
T
M
L
基
礎

・
C
S
S
基
礎

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

・
制
作
前
に
考
え
る
こ
と

・
競
合
調
査



オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

■
第
３
回
　
2
0
1
0
年
７
月
２
０
日
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方
Ⅲ

・
H
T
M
L
基
礎

・
C
S
S
基
礎

商
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ポ
イ
ン
ト

・
ア
ク
セ
ス
ア
ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

・
顧
客
満
足
度
ア
ッ
プ
を
目
指
す
に
は

■
第
４
回
　
2
0
1
0
年
７
月
２
１
日

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
基
礎

・
発
送
、
決
済
、
法
的
規
制

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

・
ア
ク
セ
ス
解
析

・
分
析
＆
情
報
発
信



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み

な
ぜ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
見
え
る
ん
で
し
ょ
う
か
？

ギ
モ
ン
そ
の
１

答
え
：
ブ
ラ
ウ
ザ
で
H
T
M
L
フ
ァ
イ
ル
を
解
読
し
て
い
る
た
め

ブ
ラ
ウ
ザ
と
は
・
・

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
。

　
代
表
的
な
ブ
ラ
ウ
ザ

　
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー

　
・
フ
ァ
イ
ヤ
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
フ
ァ
イ
ル
と
は
何
で
し
ょ
う
？

ギ
モ
ン
そ
の
２

答
え
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
表
示
す
る
た
め
の
言
語
の
こ
と
。

ハ
イ
パ
ー
テ
キ
ス
ト
マ
ー
キ
ャ
ッ
プ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
の
略
称
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
記
述
す
る
言
語
。

現
在
は
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
４
が
主
流
。

実
際
に
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
フ
ァ
イ
ル
の
ソ
ー
ス
を
見
て
み
よ
う
！



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
っ
て
何
で
し
ょ
う
？

ギ
モ
ン
そ
の
３

答
え
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
住
所
。
独
自
ド
メ
イ
ン
は
世
界
中
の
早
い
者
勝
ち
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
つ
け
や
す
く
す
る
た
め
の
も
の
。

→
ア
ド
レ
ス
が
数
字
だ
と
わ
か
り
に
く
い

　
例
）
１
９
２
．
１
６
８
．
０
．
１
よ
り

　
　
　
w
w
w
.h
o
g
e
h
o
g
e
.jp
　
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
。

　
　
こ
れ
を
独
自
ド
メ
イ
ン
と
い
い
ま
す
。

実
際
に
空
い
て
い
る
ド
メ
イ
ン
の
探
し
て
み
よ
う
！



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
フ
ァ
イ
ル
っ
て
ど
こ
に
あ
る
の
？

ギ
モ
ン
そ
の
４

答
え
：
サ
ー
バ
ー
に
フ
ァ
イ
ル
が
保
存
さ
れ
、
そ
こ
に
世
界
中
か
ら

　
　
　
ア
ク
セ
ス
さ
れ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
フ
ァ
イ
ル
、
い
わ
ゆ
る
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
フ
ァ
イ
ル
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ク
セ
ス
を
許
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
の
み

公
開
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

そ
の
公
開
を
許
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
サ
ー
バ
ー
と
い
い
ま
す
。

サ
ー
バ
ー
は
レ
ン
タ
ル
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み

【
ま
と
め
】
つ
ま
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
す
る
に
は
？
？

１
．
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
で
書
か
れ
た
フ
ァ
イ
ル
を
、

２
．
サ
ー
バ
ー
に
保
存
し

３
．
ブ
ラ
ウ
ザ
で
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み

ケ
ー
タ
イ
か
ら
見
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
は
？
？
？

お
ま
け

ポ
イ
ン
ト
：
作
っ
た
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
は
、
ケ
ー
タ
イ
か
ら
も
閲
覧
可
能
。

　
　
　
　
　
た
だ
し
表
現
は
限
ら
れ
る
。
（
さ
ら
に
機
種
に
よ
っ
て
も
）

ケ
ー
タ
イ
電
話
か
ら
閲
覧
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

全
て
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
準
拠
で
す
。

た
だ
使
え
る
命
令
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
、

ミ
ニ
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
だ
と
思
っ
て
下
さ
い
。



Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
基
礎

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
フ
ァ
イ
ル
を
実
際
に
書
い
て
み
よ
う
！

レ
ッ
ス
ン
１ こ
れ
だ
け
で
O
K
！
専
用
ソ
フ
ト
は
必
要
な
し
！

自
宅
で
も
簡
単
に
練
習
が
出
来
ま
す
！

■
準
備
す
る
も
の

・
メ
モ
帳

・
ブ
ラ
ウ
ザ

　
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
６
、
o
p
e
ra



Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
基
礎

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
の
基
本

レ
ッ
ス
ン
２

■
タ
グ
の
打
ち
方

＜
ｈ
１
＞

タ
グ
の
開
始

命
令
を
＜
　
＞
で
囲
み
ま
す
。
(半
角
)

＜
／
ｈ
１
＞

タ
グ
の
終
了

命
令
を
＜
/
　
＞
で
囲
み
ま
す
。



こ
こ
か
ら
は
一
緒
に
メ
モ
帳
で
H
T
M
L
で
記
入
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

<h
tm
l>

<h
e
a
d
>

</
h
e
a
d
>

<b
o
d
y>

　
こ
ん
に
ち
は
！
！

</
b
o
d
y>

</
h
tm
l>

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
基
礎

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
フ
ァ
イ
ル
の
基
本
構
成

レ
ッ
ス
ン
３

左
の
と
お
り
メ
モ
帳
に
入
力
し
ま
す
。

■
ポ
イ
ン
ト

１
）
日
本
語
以
外
、
全
て
半
角
英
数

２
）
開
始
タ
グ
と
終
了
タ
グ
が
一
対
に

　
　
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。



保
存
先
：

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
に
作
成

フ
ォ
ル
ダ
名
：

H
P
講
習
会
○
○

フ
ァ
イ
ル
名
：

in
d
e
x
.h
tm
l

す
べ
て
の
フ
ァ
イ
ル

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
基
礎

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
保
存
し
よ
う

レ
ッ
ス
ン
４



Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
基
礎

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
フ
ァ
イ
ル
を
開
い
て
み
よ
う
！

レ
ッ
ス
ン
５

こ
ん
に
ち
は
！
　
と
表
示
さ
れ
る
と
O
K
！

い
ま
作
っ
た
ば
か
り
の
フ
ァ
イ
ル
を
開
い
て
み
ま
し
ょ
う
！

ど
の
よ
う
に
表
示
さ
れ
ま
す
か
？



<h
tm
l>

<h
e
a
d
>

</
h
e
a
d
>

<b
o
d
y>

　
<p
>こ
ん
に
ち
は
！
！
</
p
>

</
b
o
d
y>

</
h
tm
l>

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
基
礎

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
フ
ァ
イ
ル
を
修
正
し
よ
う
！
い
ろ
い
ろ
な
タ
グ

レ
ッ
ス
ン
６

＜
ｐ
＞
タ
グ

文
章
を
入
力
す
る
際
に
使
用
。

こ
ん
ば
ん
は
！
！
を
<p
><
/
p
>で

囲
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

挿
入
後
、
上
書
き
保
存
を
行
い

実
際
の
表
示
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。



<h
tm
l>

<h
e
a
d
>

</
h
e
a
d
>

<b
o
d
y>

　
<h
1
>ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
練
習
</
h
1
>

　
<p
>こ
ん
に
ち
は
！
！
</
p
>

</
b
o
d
y>

</
h
tm
l>

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
基
礎

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
フ
ァ
イ
ル
を
修
正
し
よ
う
！
い
ろ
い
ろ
な
タ
グ

レ
ッ
ス
ン
７

＜
ｈ
１
＞
タ
グ

見
出
し
に
使
用
。

新
し
い
タ
グ
を
追
加
。
<h
1
><
/
h
1
>で

囲
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

挿
入
後
、
上
書
き
保
存
を
行
い

実
際
の
表
示
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。



<h
tm
l>

<h
e
a
d
>

</
h
e
a
d
>

<b
o
d
y>

　
<h
1
>ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
練
習
</
h
1
>

　
<h
2
>ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
練
習
</
h
2
>

　
<h
3
>ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
練
習
</
h
3
>

　
<h
4
>ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
練
習
</
h
4
>

　
<h
5
>ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
練
習
</
h
5
>

　
<h
6
>ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
練
習
</
h
6
>

　
<p
>こ
ん
に
ち
は
！
！
</
p
>

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
基
礎

レ
ッ
ス
ン
８

そ
の
他
の
<h
>タ
グ

<h
>は
<h
1
>か
ら
<h
6
>ま
で
６
段
階
の

見
出
し
を
生
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

実
際
の
表
示
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

同
じ
文
章
を
５
つ
追
加
。

そ
れ
ぞ
れ
<h
1
>～
<h
6
>で

囲
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

挿
入
後
、
上
書
き
保
存
を
行
い

実
際
の
表
示
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。



<h
tm
l>

<h
e
a
d
>

<t
it
le
>ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
講
習
会
</
ti
tl
e
>

</
h
e
a
d
>

<b
o
d
y>

　
<h
1
>ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
練
習
</
h
1
>

　
　
<p
>こ
ん
に
ち
は
！
！
</
p
>

　
・
　
・
　
・

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
基
礎

レ
ッ
ス
ン
9

ペ
ー
ジ
の
タ
イ
ト
ル
を
設
定

<t
it
e
le
>タ
グ

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル
は
必
ず

挿
入
し
ま
し
ょ
う
。

ti
tl
e
タ
グ
は
b
o
d
yで
は
な
く
、

h
e
a
d
部
分
に
記
入
し
ま
す
。

挿
入
後
、
上
書
き
保
存
を
行
い

実
際
の
表
示
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。



<h
tm
l>

<h
e
a
d
>

<t
it
le
>ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
講
習
会
</
ti
tl
e
>

</
h
e
a
d
>

<b
o
d
y>

　
<h
1
>ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
練
習
</
h
1
>

　
　
<p
>こ
ん
に
ち
は
！
！
</
p
>

</
b
o
d
y>

</
h
tm
l>

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
基
礎

レ
ッ
ス
ン
９
（
続
き
）

h
e
a
d
は
、
そ
の
ペ
ー
ジ
の
基
本
情
報
を
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
役
割
。

実
際
の
画
面
に
は
表
示
さ
れ
な
い
。

b
o
d
y内
は
、
そ
の
ペ
ー
ジ
の
本
文
。

実
際
に
画
面
に
表
示
さ
れ
る
部
分
。



<h
tm
l>

<h
e
a
d
>

<t
it
le
>ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
講
習
会
</
ti
tl
e
>

</
h
e
a
d
>

<b
o
d
y>

　
<h
1
>ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
練
習
</
h
1
>

　
　
<p
>こ
ん
に
ち
は
！
！
</
p
>

　
　
<i
m
g
 s
rc
=
“
im
a
g
e
.jp
g
”
/
>

　
・
　
・

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
基
礎

レ
ッ
ス
ン
１
０

画
像
を
表
示
す
る
<i
m
g
>タ
グ

<p
>タ
グ
の
下
に
、
例
文
の
よ
う
に

入
力
し
ま
し
ょ
う
！

挿
入
後
、
上
書
き
保
存
を
行
い

実
際
の
表
示
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。



<h
tm
l>

<h
e
a
d
>

<t
it
le
>ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
講
習
会
</
ti
tl
e
>

</
h
e
a
d
>

<b
o
d
y>

　
<h
1
>ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
練
習
</
h
1
>

　
　
<p
>こ
ん
に
ち
は
！
！
</
p
>

　
　
<i
m
g
 s
rc
=
“
im
a
g
e
.jp
g
”
a
lt
=
“
ア
ヒ
ル
”
/
>

　
・
　
・

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
基
礎

レ
ッ
ス
ン
１
０
（
続
き
）

<i
m
g
>タ
グ
に
文
章
の
代
替
え
を
挿
入

<i
m
g
>タ
グ
の
中
に
、

例
文
の
よ
う
に
入
力
し
ま
し
ょ
う
！

挿
入
後
、
上
書
き
保
存
を
行
い

実
際
の
表
示
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。



<t
it
le
><
/
ti
tl
e
>　
ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル
を
表
示

<h
><
/
h
>　
　
　
見
出
し
を
表
示
。
h
1
～
h
6
ま
で
６
段
階
あ
り
。

<p
><
/
p
>　
　
　
文
字
を
表
示

<i
m
g
 s
rc
=
“
”
a
lt
=
“
”
/
>　
画
像
を
表
示
。
s
rc
に
フ
ァ
イ
ル
名
。

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
基
礎

初
日
の
ま
と
め



C
S
S
と
は
？
？
？

C
S
S
基
礎

レ
ッ
ス
ン
１

カ
ス
ケ
ー
ド
ス
タ
イ
ル
シ
ー
ト
の
略
称
。

H
T
M
L
で
書
か
れ
た
ペ
ー
ジ
に
装
飾
を
行
う
。

文
字
に
色
を
つ
け
た
り
、
大
き
さ
を
変
え
た
り
、

ペ
ー
ジ
に
背
景
を
挿
入
で
き
る
な
ど
、
多
様
に
見
た
目
を

変
え
る
こ
と
が
可
能
。

H
T
M
L
フ
ァ
イ
ル
と
あ
わ
せ
て
使
用
す
る
見
た
目
を
華
や
か
に
す
る
も
の
。



p
 {
 c
o
lo
r:
 #
0
0
6
6
0
0
 }

C
S
S
基
礎

レ
ッ
ス
ン
２
　
実
際
に
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
よ
う
！

メ
モ
帳
で
新
規
作
成
。

左
文
章
を
入
力
後
、

名
前
を
つ
け
て
保
存
。

フ
ァ
イ
ル
名
は
「
s
ty
le
.c
s
s
」

す
べ
て
の
フ
ァ
イ
ル
で

保
存
し
て
下
さ
い
。



<h
tm
l>

<h
e
a
d
>

<t
it
le
>ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
講
習
会
</
ti
tl
e
>

<l
in
k
 r
e
l=
“
s
ty
le
s
h
e
e
t”
h
re
f=
“
s
ty
le
.c
s
s
”
ty
p
e
=
“
te
x
t/
c
s
s
”
/
>

</
h
e
a
d
>

C
S
S
基
礎

レ
ッ
ス
ン
２
（
続
き
）

は
じ
め
に
作
成
し
た
H
T
M
L
を
開
き
、

h
e
a
d
内
に
お
ま
じ
な
い
を
挿
入
し
ま
す
。

挿
入
後
、
上
書
き
保
存
し
表
示
を
確
認
し
て
下
さ
い
。



p
 {
 c
o
lo
r:
 #
0
0
6
6
0
0
 }

C
S
S
基
礎

レ
ッ
ス
ン
２
（
続
き
）

c
s
s
フ
ァ
イ
ル
に
戻
り
ま
す
。

装
飾
を
適
用
さ
せ
た
い
タ
グ
を
｛
｝
で

囲
み
、
必
要
な
装
飾
を
指
定
す
る
こ
と

で
、
H
T
M
L
の
表
示
が
変
化
し
ま
す
。

①
p
タ
グ
に
適
用

②
文
字
色
の
指
定

③
緑
色
を
指
定

①
　
②

③



p
 {
 c
o
lo
r:
 #
0
0
6
6
0
0
 }

h
1
 {
 c
o
lo
r:
 #
ff
6
6
0
0
 }

C
S
S
基
礎

レ
ッ
ス
ン
２
（
続
き
）

s
ty
le
.c
s
s
フ
ァ
イ
ル
の
編
集
。

h
1
の
文
字
も
色
を
変
え
て
み
よ
う
！

カ
ラ
ー
サ
ン
プ
ル

#
0
0
3
3
9
9
　
ブ
ル
ー

#
ff
c
c
0
0
　
　
イ
エ
ロ
ー

#
ff
6
6
0
0
　
　
オ
レ
ン
ジ

#
ff
0
0
0
0
　
　
レ
ッ
ド

#
ff
0
0
ff
　
　
パ
ー
プ
ル



p
 {
 c
o
lo
r:
 #
0
0
6
6
0
0
 }

h
1
 {
 c
o
lo
r:
 #
ff
6
6
0
0
 }

C
S
S
基
礎

レ
ッ
ス
ン
２
（
続
き
）

s
ty
le
.c
s
s
フ
ァ
イ
ル
の
編
集
。

h
1
の
文
字
も
色
を
変
え
て
み
よ
う
！

カ
ラ
ー
サ
ン
プ
ル

#
0
0
3
3
9
9
　
ブ
ル
ー

#
ff
c
c
0
0
　
　
イ
エ
ロ
ー

#
ff
6
6
0
0
　
　
オ
レ
ン
ジ

#
ff
0
0
0
0
　
　
レ
ッ
ド

#
ff
0
0
ff
　
　
パ
ー
プ
ル



p
 {
 c
o
lo
r:
 #
0
0
6
6
0
0
 ;

fo
n
t-
s
iz
e
: 
3
0
p
x
 ;
 }

h
1
 {
 c
o
lo
r:
 #
ff
6
6
0
0
 }

C
S
S
基
礎

レ
ッ
ス
ン
3
　
文
字
の
大
き
さ

s
ty
le
.c
s
s
フ
ァ
イ
ル
の
編
集
。

文
字
の
大
き
さ
を
変
え
て
み
よ
う
！

赤
線
を
追
加
。

「
；
」

一
度
に
複
数
の
装
飾
が
可
能
。

上
書
き
後
、
表
示
を
確
認
。



p
 {
 c
o
lo
r:
 #
0
0
6
6
0
0
 ;

fo
n
t-
s
iz
e
: 
3
0
p
x
 ;

fo
n
t-
w
e
ig
h
t;
 b
o
ld
 ;
 

te
x
t-
d
e
c
o
ra
ti
o
n
 :
 u
n
d
e
rl
in
e
 ;
 }

h
1
 {
 c
o
lo
r:
 #
ff
6
6
0
0
 }

C
S
S
基
礎

レ
ッ
ス
ン
４
　
下
線
・
上
線
・
打
消
し
線

s
ty
le
.c
s
s
フ
ァ
イ
ル
の
編
集
。

文
字
に
下
線
な
ど
を
追
加
し
て
み
よ
う
！

赤
線
を
追
加
。

上
書
き
後
、
表
示
を
確
認
。

u
n
d
e
rl
in
e
部
分
を
下
記
変
更
で
表
示
が

変
わ
り
ま
す
。

o
v
e
rl
in
e
→
上
線

lin
e
-
th
ro
u
g
h
t
→
打
消
し
線



p
 {
 c
o
lo
r:
 #
0
0
6
6
0
0
 ;

fo
n
t-
s
iz
e
: 
3
0
p
x
 ;

fo
n
t-
w
e
ig
h
t;
 b
o
ld
 ;
 

te
x
t-
d
e
c
o
ra
ti
o
n
 :
 u
n
d
e
rl
in
e
 ;
 }

h
1
 {
 c
o
lo
r:
 #
ff
6
6
0
0
 ;

fo
n
t-
fa
m
ily
 :
 f
a
n
ta
s
y 
; 
}

C
S
S
基
礎

レ
ッ
ス
ン
５
　
フ
ォ
ン
ト
を
変
更

s
ty
le
.c
s
s
フ
ァ
イ
ル
の
編
集
。

文
字
の
フ
ォ
ン
ト
を
変
更
し
ま
す
。

赤
線
を
追
加
。

上
書
き
後
、
表
示
を
確
認
。

s
e
ri
f 
: 
明
朝
系

s
a
n
s
-
s
e
ri
f 
: 
ゴ
シ
ッ
ク
系

m
o
n
o
s
p
a
c
e
: 
等
幅
フ
ォ
ン
ト
系


